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We have developed a flood analysis model lor urban area (NILlM model).In Ihis sludy，we 

applied ト~I Ll M model 10 some aclual area 10 validale Ihe a∞uracy. We also developed Ihe user 

inle均四 �  consisled01 lools 10 check 1Mωnsislency 01 inpul dala and visualize Ihe anal凶calresull lor 

publication 01 NILlM model. 

[研究目的及び経緯]

近年、集中豪雨の発生は噌加傾向にあり、全国各地

で浸水被害が発生 している。特に都市部の河川流域で

は、都市化の進展に伴い.宅地開発や道路面積等の噌

大により、大量の雨水がごく短時間に河川や下水道管

に流入するため、 雨水排水能力が追いつかず、下水道

や河川lから溢水した、雨水が低地に淡水したりするな

ど、 都市型水害が毎年のように発生している。

都市型水害への対策を講じる際には、氾澄水の挙動

を把握する必要があり 、そのためには、地表面での氾

濫、河川� lからの氾濫、下水道からの溢水等の現象を同

時に解析可能なモデルの開発が求められている。

水害研究室では、とれらの現象を一体的に解析可能

なモデノレ(卜;I LlMモデノレ)の開発を行っており、 別途� 

f都市洪水・都市浸水想定区域の技術的検討に関する

研究」において、水理模型実験を行い、 計算手法の精

度検証を行う など、妥当性の検討を重ねている。� 

NILlMモデノレの公開に当たっては、 実流犠への適用

性及び、イ ンターフェーユの整備が課題となっている。

そこで、本研究では、水理模型実験結果を踏まえて

改良がなされた� NJMモデノレを実流域へ適用し、精度Ll

検証を行うとともに、解析結果を視覚的に確認可能な

機能等を備えたインターフェースの構築を行った。

[研究肉容] 

(1)NJLlMモデルの実流域への適用� 

A 市における一部の排水区に対 して、改良後の

卜;ILlMそテVレを適用した。図� 1に解析対象地域の慨略

を示す。対象地域は、� A市における下水道俳水区の一

面であ り、� 3つの排水区で構成される分流区域である。

面積は約� 1J5h.(① 17.3ha、②� 23.7ha、③74.0ha)

である。図� 2に実績浸水筒所と解析結果を示す。実績

図 1解析対象地授の概要� 図2実績浸水深と解析結果
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図4解析結果表示画面
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巨主百句惚Y ーと
図3エラー手工 ツヴツールのエラー表示画面

は市による聞き取り調査の結果を示したものである。� 

NJLlMモデルによる解析では、浸水岐をやや広く計算

している結果となっているものの、聞き取り調査結果

から示される浸水域は捉えられており、� I、nLlMモデル

の再現性を確認する二とができた。� 

(2)インターフェースの構築� 

T、JJLIMによる解析では、解析種別によって必要とな

る入力データは異なるが、 下水道からの溢水及び、破

堤・越水等の河川!からの氾濫を考慮した内外水同時の

犯濫解析を行う場合には、最大で� 22個の入力データ

ファイノレが必要と なる(表1)。これらのファイノレを画

面上で指定できるインターフェースを作成した。また、

これらの入力データに不備があった場合、計算を実行

する ことができない場合があるが、複数のデ--7の中

で、どの部分にエラーが発生しているかを見つりるの

は容易ではない。そこで、エラーが発生しているデー

クの種別、エラーがある箇所、エラーの積JlIJを示すエ

ラーチェックツールを作成した。図� 31j:実際にエラー

が発生した際のエラー表示画面を示している。デ--7

ファイル中の行番号、排水区番号、管路番号等ととも

表� 1NJUMモデルの入力子-';1

に、エラー内容が表示されるため、データの修正作業

を省力化することができる。� 

NJLIMそテツレでは、解析結果はテキストデータで出

力される。これらのデータを視覚的に確認可能なイン

ターフェーλを構築した。図� 4は、湛水深、管路内水

位縦断の出力結果例を示しているが、これらのデータ

以外に、 河川水位縦断及び、人孔における時系列水位

についても、インターフェース上で確認することがで

きる。

[研究成果]

実験結果を踏まえた改良� NJLIMモデノレを実流域に適

用し、解析結果を浸水実績と比較した結果、� NJLlMモ

デノレの再現性を確認することができた。また、インタ

ーフェースの構築により、観覚的に解析結果を確認す

ることができ 、NJLIMモデルのユーザピリティが向上

した。

[成果の活用]

計算プログラムとともに、インターフェース及びユ

ーザーマニュアルをホームページ上で公開した。 都市

浸水想定区域の検討や、都市雨水対策検討など、幅広

い現場で活用されることが期待される。� 

http://www.nilim.go.jpll

